
学　習　上　の　留　意　点　お　よ　び　学　習　上　の　助　言

　単に専門用語を覚えるだけではなく、講義内容と自分の関心がある企業や産業において技術がどのように活用され
ているのかを結び付けて考える習慣をつけることによって、学んだことの有用性を高めるよう自分で意識しながら講義
に臨むこと。そのための材料として、資料はもちろん必要に応じていくつか関連する映像を提供するので役立ててほし
い。
　

総合的な学習経験と
創造的思考力
【　　】

〇 〇 ◎ 〇

態度・志向性(人間力)
【　　】

100

知識の基本的な理解
【知識の基本的な理解】

◎ ◎ 〇 〇

思考・推論・創造への
適用力
【適用、分析レベル】

〇 〇 〇 ◎

汎用的技能
【論理的思考力】

〇 〇

総合評価割合 35 35 25 5

                  評価方法

指標と評価割合

中間
試験

期末・
学年末
試験

小テスト レポート 口頭 成果品
ポート

フォリオ
その他 合計

(2)MOTの研究の基礎となる用語や概念を理解することができ
る。 中間・期末試験において評価する。 35

(3)対象企業、産業のＭＯＴの現状について調査し、まとめるこ
とができ、且つそれに対し独自の見解を述べることができる。 レポート・口頭発表において評価する。 30

教科書 参考書をベースとしたレジュメを配布する

補助教材等 雑誌記事・新聞をベースにした資料を配布する

達　成　度　評　価　（％）

(1)技術経営の必要性と各国ごとの特徴を理解し説明すること
ができる。 中間・期末試験において評価する。 35

学習・教育目標 （C) JABEE基準１（２） (d)-1

関　連　科　目　、　教　科　書　お　よ　び　補　助　教　材

関連科目 技術経営論

学　習　到　達　目　標

科目の到達
目標レベル

(1)技術経営の必要性と各国ごとの特徴を理解し説明することができる。
(2)MOTの研究の基礎となる用語や概念を理解することができる。
(3)対象企業、産業のＭＯＴの現状について調査し、まとめることができ、且つそれに対し独自の見解を
述べることができる。

第2学年
生産システム工学

／物質工学
2 単位

後期
90 時間

100 分/週

担　当　教　員 【常勤】　根岸　可奈子

開講時期 総時間数

選択 講義

科目名 MOT入門（Management of Technology Ⅰ）

学　年 専　攻 単　位　数 必修 / 選択 授業形態



回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

中間試験

組織構造とマネジメント 技術を活かすための組織構造とそのマネジメント
方法について理解する。

技術戦略 競争優位の獲得に向けた技術の活用について戦
略論の観点から考察することができる。

マーケティング ＭＯＴの観点からマーケティングの実施方法につ
いて理解し見解を述べることができる。

（予習）
組織論について見直しておくこ
と。
（復習）
どのような場面で知財や組織管
理が必要になるのか、研究対象
企業・産業に置き換えて考えて
述べること。

90 時間

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講　　　義 25 時間

（予習）
自己採点

技術移転と海外研究開発 広く国内外で活動する企業内で技術がどのように
移転され活用されていくのかを理解する。

学生による発表① 各自の研究対象産業もしくは企業におけるＭＯＴ
について整理し課題を見つけ独自の解決策を示す
ことができる。

技術活用における倫理的課題において、どのよう
なことが課題とされているのかを理解するととも
に、それに対する独自の見解を示すことができる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自学自習 65 時間

学生による発表② 各自の研究対象産業もしくは企業におけるＭＯＴ
について整理し課題を見つけ独自の解決策を示す
ことができる。

まとめ 試験の解説を通じ間違いを修正すると共に、特に
論述に関する理解を深めることができる。

（予習）
国際経営論および技術者倫理
に関して見直しておくこと。
（復習）
講義中に出た課題について独
自の見解を述べること。

（予習）
決められた条件に従い、発表の
準備をすること。
（復習）
発表後指摘された事項や他の
報告者の発表を聞き、自分の発
表内容を修正すること。

総　学　習　時　間　数

技術の獲得方法と『関門』 企業の技術獲得手段と獲得した技術を市場に出
すまでの「関門」それぞれについて理解する。

日本のＭＯＴ 日本のＭＯＴの特徴と強み、弱みを理解する。

アメリカのＭＯＴ アメリカのＭＯＴの特徴と強み、弱みを理解する。

知的財産管理 知財の管理における特徴と留意点を理解する。

新技術と倫理的課題

授業内容 到達目標
自学自習の内容

（予習・復習）

講義紹介 講義の進め方、評価方法について理解する。 （復習）
ＭＯＴの概略についてレジュ
メを元に見直しておく。

（予習）
各国の経営に関する基本
情報や有力な企業につい
て調べておく。
（復習）
国ごとの違いとそれが生
じる背景を理解すること。

（予習）
講義の前提となるサプラ
イチェーン、戦略論、マー
ケティング論について見
直しをしておくこと。
（復習）
研究テーマに関する企
業、産業への適応可能性
について検討すること。

アジアのＭＯＴ アジア諸国のＭＯＴの特徴と強み、弱みを理解す
る。

授　業　の　明　細



学　習　上　の　留　意　点　お　よ　び　学　習　上　の　助　言

　単に専門用語を覚えるだけではなく、講義内容と自分の関心がある企業や産業において技術がどのように活用されて
いるのかを結び付けて考える習慣をつけることによって、学んだことの有用性を高めるよう自分で意識しながら講義に
臨むこと。そのための材料として、資料はもちろん必要に応じていくつか関連する映像を提供するので役立ててほしい。
　

総合的な学習経験と
創造的思考力
【　　】

〇 〇 ◎ 〇

態度・志向性(人間力)
【　　】

100

知識の基本的な理解
【知識の基本的な理解】

◎ ◎ 〇 〇

思考・推論・創造への
適用力
【適用、分析レベル】

〇 〇 〇 ◎

汎用的技能
【論理的思考力】

〇 〇

総合評価割合 35 35 25 5

                  評価方法

指標と評価割合

中間
試験

期末・
学年末
試験

小テスト レポート 口頭 成果品
ポート

フォリオ
その他 合計

(2)MOTの研究の基礎となる用語や概念を理解することができ
る。 中間・期末試験において評価する。 35

(3)対象企業、産業のＭＯＴの現状について調査し、まとめること
ができ、且つそれに対し独自の見解を述べることができる。 レポート・口頭発表において評価する。 30

教科書 参考書をベースとしたレジュメを配布する

補助教材等 雑誌記事・新聞をベースにした資料を配布する

達　成　度　評　価　（％）

(1)技術経営の必要性と各国ごとの特徴を理解し説明することが
できる。 中間・期末試験において評価する。 35

学習・教育目標 （C) JABEE基準１（２） (d)-1

関　連　科　目　、　教　科　書　お　よ　び　補　助　教　材

関連科目 技術経営論

学　習　到　達　目　標

科目の到達
目標レベル

(1)技術経営の必要性と各国ごとの特徴を理解し説明することができる。
(2)MOTの研究の基礎となる用語や概念を理解することができる。
(3)対象企業、産業のＭＯＴの現状について調査し、まとめることができ、且つそれに対し独自の見解を
述べることができる。

第1学年 経営情報工学 2 単位
後期

90 時間
100 分/週

担　当　教　員 【常勤】　根岸　可奈子　negishi@ube-k.ac.jp

開講時期 総時間数

必修 講義

科目名 MOT入門（Management of Technology Ⅰ）

学　年 専　攻 単　位　数 必修 / 選択 授業形態



回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

中間試験

組織構造とマネジメント 技術を活かすための組織構造とそのマネジメント方
法について理解する。

技術戦略 競争優位の獲得に向けた技術の活用について戦
略論の観点から考察することができる。

マーケティング ＭＯＴの観点からマーケティングの実施方法につい
て理解し見解を述べることができる。

（予習）
組織論について見直しておくこ
と。
（復習）
どのような場面で知財や組織管
理が必要になるのか、研究対象
企業・産業に置き換えて考えて
述べること。

90 時間

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講　　　義 25 時間

（予習）
自己採点

技術移転と海外研究開発 広く国内外で活動する企業内で技術がどのように
移転され活用されていくのかを理解する。

学生による発表① 各自の研究対象産業もしくは企業におけるＭＯＴに
ついて整理し課題を見つけ独自の解決策を示すこ
とができる。

技術活用における倫理的課題において、どのよう
なことが課題とされているのかを理解するとともに、
それに対する独自の見解を示すことができる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自学自習 65 時間

学生による発表② 各自の研究対象産業もしくは企業におけるＭＯＴに
ついて整理し課題を見つけ独自の解決策を示すこ
とができる。

まとめ 試験の解説を通じ間違いを修正すると共に、特に
論述に関する理解を深めることができる。

（予習）
国際経営論および技術者倫理
に関して見直しておくこと。
（復習）
講義中に出た課題について独自
の見解を述べること。

（予習）
決められた条件に従い、発表の
準備をすること。
（復習）
発表後指摘された事項や他の
報告者の発表を聞き、自分の発
表内容を修正すること。

総　学　習　時　間　数

技術の獲得方法と『関門』 企業の技術獲得手段と獲得した技術を市場に出す
までの「関門」それぞれについて理解する。

日本のＭＯＴ 日本のＭＯＴの特徴と強み、弱みを理解する。

アメリカのＭＯＴ アメリカのＭＯＴの特徴と強み、弱みを理解する。

知的財産管理 知財の管理における特徴と留意点を理解する。

新技術と倫理的課題

授業内容 到達目標
自学自習の内容

（予習・復習）

講義紹介 講義の進め方、評価方法について理解する。 （復習）
ＭＯＴの概略についてレ
ジュメを元に見直しておく。

（予習）
各国の経営に関する基本
情報や有力な企業につい
て調べておく。
（復習）
国ごとの違いとそれが生じ
る背景を理解すること。

（予習）
講義の前提となるサプライ
チェーン、戦略論、マーケ
ティング論について見直し
をしておくこと。
（復習）
研究テーマに関する企
業、産業への適応可能性
について検討すること。

アジアのＭＯＴ アジア諸国のＭＯＴの特徴と強み、弱みを理解す
る。

授　業　の　明　細


